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2. 本年度 WG 会合開催実績 
(1)第 1 回：平成 18 年 10 月 5 日 
(2)第 2 回：平成 18 年 12 月 12 日～14 日 
(3)第 3 回：平成 19 年 3 月 6 日～7日 
(4)第 4 回：平成 19 年 3 月 24 日 
   
3. 活動目的 
本研究会は、タンパク質結晶の完全性が成

長メカニズムにどう依存するかを多角的
に調べるための研究会である。そのために、
光学的に分子レベルで成長表面を観察す
る方法、Ｘ線トポグラフで結晶内欠陥を可
視化する方法などを駆使して、不純物分子
などによる表面モルフォロジーの変化や
ステップ成長速度の変動、欠陥発生などを
とらえ、完全性との相関を調べる。2006
年度の目標は、微小重力実験計画の具体化
を行うことである。 
 
4. 活動内容 
2006年夏に、当ワーキンググループと、

ヨーロッパ研究者グループとの共同研究
が始まった。2006 年 10 月のトピカルチー
ム会合での打ち合わせの結果、2007 年 9
月に打ち上げ予定のロシア回収衛星FOTON
を用いた微小重力実験に共同研究として
参画することが決定した（無償、11日間）。
今年度はこの宇宙実験計画の実施に向け
て具体的な実験計画作成、予備実験を実施
した。 
  
5. 成果 
 宇宙実験では、結晶化容器としてGCB

（Granada Crystallization Box）を用い

る。解析手段としては、当WGが得意とする

光学観察、シングルレイヤーエッチング、

X線トポグラフィーなどを中心とする。こ

の目的のために、GCB内にガラス製のセル

を挿入することを検討中である（セル製作

中）。今年度の成果としては、共焦点位相

シフト干渉計を新たに開発し、タンパク質

結晶の“その場”高精度観察を行った（図

1）。また、結晶表面でのモルフォロジー

がX線トポグラフと対応付けられることが

明らかとなってきた（図2）。 
 X線トポグラフィーには1mm程度の大型
結晶が必要であるため、打ち上げ前に種結



 

晶を準備することが重要である。2007 年
度はこの問題を含め、最終の準備を進める
予定である。 

図2 結晶表面とX線トポグラフ

との対応 
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図1 高分解“その場”観察装置に

よるリゾチーム表面観察 
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